
令和５年度学校経営計画 

 
                                                        秩父市立久那小学校 
 

１ 学校経営の基本方針 

 ◎ 教育関係法規及び埼玉県教育委員会、秩父市教育委員会の教育行政施策を踏まえ、  

全職員の力を結集し、共に学び合い、認め合い、高め合う活気のある教育活動を展開

し、信頼される、魅力ある学校を創造する。 
 

２ 学校教育目標 

 基本目標 

 『夢を抱き、豊かな心をもち、自ら気付き、考え、行動できる児童の育成』 
 
 具体目標と目指す児童像 
 ◇なかよく（徳）：思いやりがあり、だれとでも仲よくできる子 
 ◇かしこく（知）：基礎・基本を身に付け、自ら学び努力するかしこい子 
 ◇たくましく（体）：心身ともに健康で、困難に打ち勝つ たくましい子 

３ 目指す学校像  

『日本一の笑顔のあいさつ』『夢を抱く』 150周年に向けて 

「保護者・地域に信頼され、 

 保護者・地域とともに児童の健全な育成を目指す学校」 
 
 （１）子供たちが生き生きと学び、喜びにあふれた学校【学校大好き】 
 （２）教職員が創意と熱意と誠意をもって協働する学校【先生大好き】 
 （３）保護者・地域の人々と連携し、信頼される学校 【地域大好き】 

４ 目指す教師像  

 「夢を抱き 子供への愛情 職への使命感 豊かな人間性をもった教師」 
 
 （１）子供を理解し、子供に寄り添い、自ら学び続ける教師 
 （２）確かな指導力をもち、子供を高められる教師 
 （３）子供や保護者・地域から信頼され、尊敬される教師 

５ 指導の重点  

   なかよく ：思いやりがあり、だれとでも仲よくできる子 

  （１）『日本一の笑顔のあいさつ』、爽やかな返事のできる教育の推進 
  （２）個のニーズに合わせた特別支援教育の推進 

（３）一人一人を見つめた積極的生徒指導の推進（学校が楽しい９割以上） 
（４）命を大切にし、人権を尊重する人権教育の推進 
（５）幼稚園との交流・連携、接続期の教育の推進（全学年交流） 
（６）郷土の自然や人材を生かした自然・社会体験活動の推進 

 かしこく ：基礎・基本を身に付け、自ら学び努力するかしこい子  
    （１）わかる授業の創造（校内研修と教材研究による授業力向上） 

（２）基礎的、基本的な内容の確実な定着をめざした指導（全校漢字計算９割以上） 
（３）家庭での学習習慣確立に向けた取組（児童調査７割、保護者調査６割以上） 
（４）読書活動の推進「読書を通して、心に花を咲かせよう」（児童調査８割、保護者調査６割以上） 
（５）「全国及び埼玉県学力・学習状況調査」等への取組の充実（県平均以上） 
（６）一人一台端末・ＩＣＴ活用による「学び」の充実 

 たくましく ：心身ともに健康で、困難に打ち勝つ たくましい子 
（１）子供の実態把握と基本的な生活習慣の確立に向けた取組 
（２）一人一人の体力を高める日々の体育的活動の推進（新体力テスト昨年度以上） 
（３）保健指導の充実と保健管理の徹底 
（４）新体力テスト結果に基づいた体力向上のための指導の工夫 
（５）安全教育の充実と安全管理の徹底、危機管理体制の充実（事故０） 

３つの輪で子供を支える《三輪車》 



６ 経営の重点  

 （１）一日、一時間を大切にし、「生きる力」を育む教育を進める。 

      ①毎時間の授業を中心にした子供の「生きる力」の育成 

      ②一人一人を大切にし、楽しさと喜びに満ちた学級・学校づくり 

      ③主体的な学びを大切にし、子供とともに伸びる学校づくり 

④責任とやりがいをもち、危機意識と機動力を高める学校運営の推進 

      ⑤職員の組織力と地域の教育力を結集した学校運営の推進 

      ⑥ＰＤＣＡサイクルを生かした学校運営の改善・充実 

 （２）児童相互及び教職員と児童及び教職員同士の人間関係を大切にした教育を進める。 

   ①温かい人間関係を基盤とした学級経営 

        ○心のふれあいを大切にした学年・学級経営 

        ○学級活動・道徳を重視した好ましい人間関係づくり 

○異年齢集団活動と幼稚園との交流活動の充実 

②児童理解に努め、一人一人を大切にした教育の推進 

 ○子供と向き合う時間の確保 

 ○児童の意識・実態の把握と職員の共通理解 

 ○相談体制の充実と早期発見・対応 

③認め合い、協働し合う教職員 

  ○時場礼を大切にした職場（時間を守る、日本一の笑顔のあいさつ、整理整頓） 

  ○組織的な対応が可能な体制の構築 

  ○職員間の連携強化（報告・連絡・相談・確認の徹底、迅速・誠実な対応） 

 （３）教育環境を整え、安全で安心な学校づくりを進める。 

      ①きれいで、整備された学校づくり 

        ○施設・設備の点検・修繕と安全管理の徹底 

        ○児童と職員で取り組む縦割り班清掃 

        ○校舎内外の整備と機能的な環境づくり 

      ②６つのゼロを目指す 

        ○交通事故 ○大きな怪我や事故 ○いじめ未発見・未解決 ○不登校 ○体罰 

    〇不祥事 

③安全教育の充実、防犯・防災体制の強化 

 ○一人一人が大切にされる学校・学級づくり（心の居場所づくり） 

 ○生活安全・交通安全の指導と食育・情報教育等の充実 

        ○防犯・防災訓練等の実施と意識の高揚、関係機関との連携強化 

 （４）教職員の資質を高め、保護者や地域と連携して、教育の質の向上に努める。 

      ①職員の資質の向上・指導力の向上 

        ○授業や指導に生きる校内研修の充実 

        ○人事評価シートを活用した取組の充実 

        ○地域の教育力を活用した指導の充実 

      ②特色ある教育活動の推進 

        ○小規模校の特長を生かした教育の推進 

        ○幼稚園との交流・連携の充実 

        ○地域の環境を生かした教育の推進 

      ③保護者や地域への情報提供と連携 

        ○学校だより・学年だより等各種たより、ＨＰの充実 

        ○家庭訪問や懇談会、個別面談、連絡帳等を活用した保護者との密接な連携 

        ○外部の方々や関係機関等との連携（ＰＴＡ、学校運営協議会、後援会、学校応 

     援団、警察、各町会、民生委員・児童委員、教育委員会等） 


